
SIEGEL CUSP FORMS の LIFTING の実例

池田 保 (京都大学大学院理学研究科)

Siegel modular form の 2種類の lifting を構成し、その実例を挙げる。 $M_{k}^{(n)}=$

$M_{k}(\mathrm{s}_{\mathrm{P}_{n}}(\mathbb{Z}))$ を degree $n$ の Siegel modular form の空間とする。 $S_{k}^{(n)}=S_{k}(\mathrm{s}_{\mathrm{P}_{n}}(\mathbb{Z}))$

を cusp form の全体のなす $M_{k}^{(n)}$ の部分空間とする。

1. $\mathrm{D}\mathrm{u}\mathrm{K}\mathrm{E}$ -IMAMOGLU LIFTING

自然数 $k,$ $n$ で $k\equiv n$ mod 2を満たすものを固定し、 $\epsilon=(-1)^{k}$ とおく $\mathrm{o}N\in \mathbb{Q}_{+}^{\cross}$

に対して、 $\mathbb{Q}(\sqrt{\epsilon N})/\mathbb{Q}$ の判別式の絶対値を $0_{N}$ で表わし、 $\mathrm{f}N=\sqrt{N0_{N}^{-1}}$ とおく。

また、 $\mathbb{Q}(\sqrt{\epsilon N})/\mathbb{Q}$ に対応する原始的な Dirichlet 指標を $\chi_{N}$ で表わす。 $B$ を rank
$2n$ の正定値半整数対称行列とするとき、 $(-1)^{n}\det(2B)\equiv 0,1$ mod 4である。 こ

のとき、 $D_{B}=\det(2B),$ $0B=0_{D_{B}},$ $\mathrm{f}B=\mathrm{f}D_{B},$ $\chi B=\chi_{D_{B}}$ とおく。

$p$ を素数とする。 $\mathbb{Z}_{P}$ 上の $2n$ 次の non-degenerate half-integral symmetric matrix
$B$ に対して

$D_{B}=\det(2B)$

$\delta(B)=\{_{2}^{2}\{$

$\frac{\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{d}(D_{B})+1}{2}]$ , $p\neq 2$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{d}}2(D_{B})]$ , $p=2$

$\xi(B)=\{$

1 $(-1)^{n}DB\in(\mathbb{Q}_{p}^{\cross})2$ ,
$-1$ , $[\mathbb{Q}_{p}(\sqrt{(-1)^{n}D_{B}}) : \mathbb{Q}_{p}]=2$ , : unramffied,
$0$ , $[\mathbb{Q}_{p}(\sqrt{(-1)^{n}D_{B}}) : \mathbb{Q}_{p}]=2$ , : ramified

とおく。

$b_{p}(B, s)= \sum_{pnp}\psi(\mathrm{t}\mathrm{r}(R\in S_{2n}(\mathbb{Q})/s2(\mathbb{Z}))BR))p^{-0}\mathrm{r}\mathrm{d}_{p}(\mu(R))\mathit{8}$

を Siegel series という。ここで $S_{2n}(\mathbb{Q}p),$ $S2n(\mathbb{Z})p$ はそれぞれ魁, $\mathbb{Z}_{P}$ 係数の対称行列
の空間である。また、 $\mu(R)$ は次のように定義される $\circ(C, D)$ を symmetric coprime
pair で $D^{-1}C=R$ なるものをとるとき、 $\mu(R)=\det D$ で定義される。 $X$ の多項式
$\gamma_{\mathrm{p}}(B$ ; を

$\gamma_{p}(B;X)=(1-x)(1-p^{n}\xi(B)x)^{-}1\prod_{i=1}(1-p^{2}X^{2})i$

で定義する。このとき、 $X$ の多項式 $F(B;^{x})$ で $F(B;p^{-})s=b_{p}(B, S)\gamma_{p}(B;p-S)^{-1}$

を満たすものが存在する。Katsurada ([23]) によると $F(B;^{x})$ は次のような関数等
式を満たす。

$F(B;p^{-}2n+1x-1)=(p^{n+\frac{1}{2}}X)^{-}\delta(B)+2-2\xi(B)^{2}F(B;X)$
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$\tilde{F}_{p}(B;^{x)}=X^{-\frac{\delta(B)}{2}+-\xi}1(B)^{2}F(B;X)$ とおく。このとき上の関数等式から、 $\tilde{F}_{p}(B;x^{-1})=$

$\tilde{F}_{P}(B$ ; が成り立つことがわかる。

$E_{2n,l}(z)=(C,D \sum_{)/\sim}\det(Cz+D)^{-}\mathrm{t}$

を degree $2n$ の Siegel Eisenstein series とする。 $k$ が十分大で $k\equiv n$ mod 2ならば
正定値半整数対称行列 $B$ に対して $E_{2n,k+n}(Z)$ の $B$ 番目の Fourier 係数は

$\frac{2^{n}}{\zeta(1-k-n)\prod^{n}i=1\zeta(1+2i-2k-2n)}$

と

$L( \chi_{B}; 1-k)\prod_{Bp|D}\mathrm{f}^{k}B^{-(1/}p()_{\tilde{F}}B;\mathrm{P})2k-(1/2)$

の積に等しい。

$f( \tau)=\sum_{N>0}a(N)q^{N}\in S_{2k}(\mathrm{S}\mathrm{L}2(\mathbb{Z}))$
, $a(1)=1$

を weight $2k$ の cusp form で Hecke 作用素の同時固有関数とする。 $L(s, f)=$
$\sum_{N}a(N)N^{-S}$ を $f(\tau)$ の $L$ 関数とする。

$f(\tau)$ の Satake parameter を $\{\alpha_{\mathrm{p}}, \alpha^{-1}\}p$ とする $\circ\alpha_{P}$ は

$(1-p^{k-\frac{1}{2}} \alpha_{\mathrm{P}}X)(1-p\alpha^{-1}-\frac{1}{2}Xk)p=1-a(p)X+px2k-12$

によって与えられる。志村対応によって $f$ と対応する Kohnen plus subspace $S_{k+\frac{1}{2}}^{+}(\Gamma_{0(4))}$

に属する Hecke eigenform を

$h(\tau)=(-1)^{k_{N}}\underline{=}\mathrm{O},$$1N> \sum_{)(4}c(N)\mathrm{o}qN$

とする。 $D$ が fundamental discriminant で $(-1)^{k}D>0$ のとき、

$c(f^{2}|D|)=c(|D|) \sum_{|df}\mu(d)x_{1}D|(d)d^{2k1}-a(\frac{f}{d})$

が成り立つ。このとき、次の定理が成り立つ。

定理 1: $n\equiv k$ mod 2のとき、 $A(B)$ を

$A(B)=c(0_{B}) \mathrm{f}Bk-\frac{1}{2}\prod_{p}\tilde{F}_{p}(B;\alpha_{p})$

によって定義すれば

$F(Z)= \sum_{B>0}A(B)\mathrm{e}(Bz)$

は $S_{k+n}(\mathrm{S}\mathrm{p}_{2n}(\mathbb{Z}))$ に属する degree $2n$ , weight $k+n$ の Siegel cusp form で Hecke 作
用素の同時固有関数である。ここで正方行列 $T$ に対して $\mathrm{e}(T):=\exp(2\pi\sqrt{-1}\mathrm{t}\mathrm{r}(\tau))$

である $\circ F(Z)$ の standard L-function は

$L(s, F)= \zeta(_{S})\prod i=1L(S+k+n-i, f)$

である。
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$F(Z)\in s_{k+n}(2n)$ を $f(\tau)$ の degree $2n$ への Duke-Imamoglu lift ということにする $0$

$n=1$ のときは $F(Z)$ は $f(\tau)$ の Saito-Kurokawa lift に等しい。

2. MIYAWAKI LIFTING

$f(\tau)\in S_{2k}(\mathrm{S}\mathrm{L}2(\mathbb{Z}))$ を normalized cuspidal Hecke eigenform とする $\circ r,$ $n$ を自然
数とし、 $n+r\equiv k$ mod 2と仮定する。定理 1による $f(\tau)$ の $S_{k+n+r}(\mathrm{s}_{\mathrm{P}_{2+r}}(n2\mathbb{Z}))$

への lift を $F(Z)$ とする。 $g(Z)\in S_{k+n+r}(\mathrm{S}\mathrm{P}r(\mathbb{Z}))$ を Hecke 作用素の同時固有関数
とする。

$\mathcal{F}_{f,g}(Z)=\int_{\mathrm{S}\mathrm{p}_{f}(\mathbb{Z}})\backslash \mathfrak{y}rF()\overline{g(z\prime)}(\det{\rm Im} z’)^{k}+n-1dz’$, $Z\in \mathfrak{h}_{2n+r}$

と定義する $0\mathcal{F}_{f,g}\in s_{k+n+r}(\mathrm{S}_{\mathrm{P}2n+r}(\mathbb{Z}))$ である。 このとき、次の定理が成り立つ。

定理 2: $\mathcal{F}_{f,g}(Z)$ が恒等的に $0$ でないならば $\mathcal{F}_{f,g}(Z)$ は Hecke 作用素の同時固有
関数であり、

$2\text{れ}$

$L(_{S,\mathcal{F}_{f,g}})=L(S, g) \prod_{i=1}L(_{S+k}+n-i, f)$

が成り立つ。 ここで $L(s, \mathcal{F}_{f},)\mathit{9}’ L(s, g)$ はそれぞれ $\mathcal{F}_{f,g}(z),$ $g(Z)$ の standard $L$ 関
数である。

$F_{f,g}(Z)$ を $g(Z)$ の $F(Z)$ による Miyawaki lift ということにする。

3. NIEMEIER LATTICES

rank 24の positive definite even unimodular lattice を Niemeier lattice という $\text{。}$

その norm 2の vector の集合は root system をなし、その root system の同値類に
よって分類される。Niemeier lattice は 24種類あり、対応する root system は次の
通りである。

$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{A^{2}D}^{L_{9}L_{1}}752A^{3}A2D6D^{4}8\mathrm{g}0L11L161A12L_{1}D3L147E_{66}E^{4}A_{12}2D^{\mathrm{s}}L_{1}5L168$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{7}^{L_{1\tau_{9}181920}}A_{15}DD_{10^{E_{71}^{2}}}LLLL_{2}A_{1}E7D2A224D16E_{8}E^{3}D241L_{2}2L238L_{24}$

$V$ をこれらの同型類 $\{[L_{1}], \ldots, [L_{24}]\}$ を基底にもっ $\mathbb{C}$-vector 空間とする $\circ V$ 上
の演算 $\circ$ と内積 $\langle, \rangle$ を

$[L_{i}]\circ[L_{j}]=\{$
(#Aut $(L_{i})$ ) $[L_{i}]$ , $i=j$
$0$ , $i\neq j$ ,

$\langle[L_{i}], [L_{j}]\rangle=$

によって定義する。 $V$ には $L_{1}$ の直交群の Hecke 環が作用する。Nebe と Venkov
[31] はこの作用による同時固有 vector を計算した。 これを $\mathrm{d}_{1},$

$\ldots$ , d24とする。 $\mathrm{d}_{i}$

を $[L_{i}]$ の–次結合で表したときの係数については Nebe の homepage [30] を参照。
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$L_{i}(i=1,2, \ldots, 24)$ の $n$ 次の theta function を $\Theta_{i}^{(n)}(Z)\in M_{12}^{(n)}$ とする。 $\Theta_{i}^{(n)}(Z)$

は

$\Theta_{i}^{(n)}(Z)=\sum_{x\in L_{i}^{n}}\exp(\pi\sqrt{-1}\mathrm{t}\mathrm{r}(T(X)z))$
,

$T(x):=((X_{i}, X_{j}))_{1}\leq i,j\leq n$
’

$x=(x_{1}, x_{2}, \ldots, x_{n})\in L_{i}^{n}$

によって定義される。Siegel の $\Phi$-operator を $\Phi=\Phi_{n}$ : $M_{k}^{(n)}arrow M_{k}^{(n-1)}$ で表せば
$\Phi(\Theta_{i}^{(n)})=\Theta_{i}^{(n-1)}$ である。 $\Theta_{i}^{(n)}$ を $V$ から $M_{12}^{(n)}$ への写像に線形に拡張する。$n\geq 12$

ならばこれは単射である。

$n_{i}= \min\{n|\Theta^{(n)}(\mathrm{d}_{i})\neq 0\}$

とおく。Nebe と Venkov [31] によると

$n_{1}=0$ , $n_{2}=1$ , $n_{3}=2$ , $n_{4}=3$ ,
$n_{5}=4$ , $n_{6}=4$ , $n_{7}=5$ , $n_{8}=5$ ,
$n_{9}=6$ , $n_{10}=6$ , $n_{11}=6$ , $n_{12}=7$ ,

$n_{13}=8$ , $n_{14}=7$ , $n_{15}=8$ , $n_{16}=7$ ,
$n_{17}=8$ , $n_{18}=8$ , $7\leq n_{19}\leq 9$ , $n_{20}=9$ ,

$8\leq n_{21}\leq 10$ , $n_{22}=10$ , $n_{23}=11$ , $n_{24}=12$ .
である。 $F_{i}=\Theta^{(n_{i})}(\mathrm{d}_{i})(i\neq 19,21)$ とおく。 また、彼等は $n_{19}=9,$ $n_{21}=10$ と

予想している。これに従い $G_{19}=\Theta^{(9)}(\mathrm{d}_{19}),$ $G_{21}=\Theta^{(10)}(\mathrm{d}_{21})$ とおく。 $F_{i}\in S_{12}^{(n_{i})}$ ,
$(i\neq 19,21)$ であるが $G_{19}\in M_{12}^{(9)},$ $c_{21}\in M_{12}^{(10)}$ は cusp form かどうかはわからない。
ただし、 $2B$ が rank $<9$ (resp. $<10$ ) の root lattice であるときは $G_{19}$ (resp. $G_{21}$ )
の $B$-番目の Fourier 係数が $0$ であることは数値的に確かめられる。 また、 Fourier
係数を見やすくするために整数 $a_{i}$ をとり、 $f_{i},\cdot=a_{i}^{-1}F_{i}\backslash .’ g_{i}=a_{i}^{-1}G_{i}$ とおく。 $a_{i}$ の

値は次の通り。

定理 2における積分が消えない条件は次の Lemma によって判定できる。

Lemma 1. $\mathrm{d}_{i},$ $\mathrm{d}_{j},$ $\mathrm{d}_{k}$ を $V$ の Hecke eigenvector とするとき、

$\langle\langle\Theta^{(n_{i}+)}nj(\mathrm{d}k)|_{\mathfrak{h}_{n}}\mathrm{i}\mathrm{x}\mathfrak{h}n_{j}’ Fi\cross F_{j}\rangle\rangle=\frac{||F_{i}||^{2}||Fj||^{2}}{\langle \mathrm{d}_{i},\mathrm{d}_{i}\rangle\langle \mathrm{d}_{j,j}\mathrm{d}\rangle}\langle \mathrm{d}_{k}, \mathrm{d}_{i}\circ \mathrm{d}_{j}\rangle$ .

が成り立つ。ここで左辺は $(\mathrm{S}\mathrm{p}_{n_{i}}(\mathbb{Z})\backslash \mathfrak{h}_{n:})\cross(\mathrm{S}\mathrm{p}_{n_{j}}(\mathbb{Z})\backslash \mathfrak{h}_{n_{j}})$ 上の Peterson 内積であ
る。 とくに、左辺が $0$ でないための必要十分条件は $\langle \mathrm{d}_{k}, \mathrm{d}_{i}\circ \mathrm{d}j\rangle\neq 0$ である。
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定数 $\langle \mathrm{d}_{k}, \mathrm{d}_{i^{\circ \mathrm{d}_{j}}}\rangle$ については [30] に表がある。

4. 実例

$\phi_{16}(\tau)\in S_{16}^{(1)},$ $\phi_{18}(\mathcal{T})\in S_{18}^{(1)},$ $\phi 20(\tau)\in S_{20}^{()},$$\phi_{22}(\tau 1)\in S_{22}^{(1)}$ を normalized Hecke
eigenform とする。 また、 $\Delta(\tau)\in S_{1}^{(1)}2$ を Ramanujan の delta function とする。

$\bullet$ (degree2) $F_{3}\in S_{12}^{(2)}$ は $\phi_{22}\in S_{22}^{(1)}$ の degree 2への Duke-Imamoglu lift
(Saito-Kurokawa lift) である $\circ$

$\bullet$ (degree3) $F_{4}\in S^{(3)}12$ は $\triangle\in S_{1}^{(1)}2$ の $F_{5}\in S^{(4)}12$ による Miyawaki lift である。
$L(s, F4, \mathrm{s}\mathrm{t})=L(s, \triangle, \mathrm{S}\mathrm{t})L(s+10, \emptyset 20)L(S+9, \phi_{20})$.

$\bullet$ (degree4) $F_{5}\in S_{12}^{(4)}$ は $\phi_{20}\in S_{20}^{()}1$ の degree 4への Duke-Imamoglu lift であ
る。 また、 $F_{6}\in S^{(4)}12$ は $F_{3}\in S^{(2)}12$ の $F_{11}\in S^{(6)}12$ による Miyawaki lift である。

$L(s, F_{5}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(s)8\leq i\square L(s+i, \phi\leq 1120)$
,

$L(s, F_{6}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(s)\square L(_{S+}i, \phi_{2}2)\prod L(s+i, \emptyset 18)10\leq i\leq 118\leq i\leq 9^{\cdot}$

$\bullet$ (degree5) $F_{7}\in S^{(5)}12$ は $F_{4}\in S^{(3)}12$ の $F_{13}\in S_{12}^{(8)}$ による Miyawaki lift である。
また、 $F_{8}\in S_{12}^{(5)}$ は $\Delta\in S_{12}^{(1)}$ の $F_{11}\in S_{12}^{(6)}$ による Miyawaki lift $\text{である_{。}}$ .

$L(s, F_{7}, \mathrm{s}\mathrm{t})=L(s, \triangle, \mathrm{s}\mathrm{t})\prod_{\leq 9i\leq 10}L(S+i, \phi 20)7\leq\leq 8\prod_{i}L(S+i, \phi 16)$
,

$L(s, F_{8}, \mathrm{s}\mathrm{t})=L(s, \Delta, \mathrm{s}\mathrm{t})7\leq i\leq 10\square L(s+i, \phi 18)$
.

$\bullet$ (degree6) $F_{9}\in S^{(6)}12$ は $F_{3}\in S^{(2)}12$ の $F_{13}\in S^{(8)}12$ による Miyawaki lift である。
また、 $F_{11}\in S^{(6)}12$ は $\phi_{18}\in S_{18}^{(1)}$ の degree 6への Duke-Imamoglu lift である。

$L(s, F_{9}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(S)10\leq\prod_{i\leq 11}L(_{S+}i, \emptyset 22)\prod L(S+i, \emptyset 16)6\leq i\leq 9$ ’

$L(s, F_{11}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(s)\prod_{16\leq i\leq 1}L(s+i, \phi_{1}8)$
.

$\bullet$ (degree 7) $F_{12}\in S^{(7)}12$ は $\Delta\in S_{1}^{(1)}2$ の $F_{13}\in S^{(8)}12$ による Miyawaki lift である。
また、 $F_{14}\in S^{(7)}12$ は $F_{7}\in S^{(5)}12$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$

) による Miyawaki lift である。 ま

た、 $F_{16}\in S^{(7)}12$ は $F_{8}\in S^{(5)}12$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$
) による Miyawaki lift である。

$L(_{S,F_{12}}, \mathrm{S}\mathrm{t})=L(_{S}, \Delta, \mathrm{s}\mathrm{t})\prod_{5\leq i\leq 10}L(S+i, \emptyset 16)$
,

$L(s, F_{14}, \mathrm{s}\mathrm{t})=L(_{S\Delta},, \mathrm{s}\mathrm{t})\prod_{\leq \mathfrak{g}\leq i10}L(s+i, \phi_{20})\prod_{7\leq i\leq 8}L(S+i, \emptyset 16)$

$\cross\prod_{5\leq i\leq 6}L(_{S+}i, \triangle)$
,

$L(s, F_{16}, \mathrm{s}\mathrm{t})=L(s, \triangle, \mathrm{s}\mathrm{t})\prod_{\tau\leq i\leq 10}L(s+i, \emptyset 18)\prod_{65\leq i\leq}L(_{\mathit{8}+}i, \Delta)$
.
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$\bullet$ (degree8) $F_{13}\in S_{12}^{(8)}$ は $\phi_{16}\in S_{16}^{(1)}$ の degree 8への Duke-Imamoglu lift で
ある。 また、 $F_{17}\in S_{12}^{(8)}$ は $F_{5}\in S_{12}^{(4)}$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$

) による Miyawaki lift で
ある。 また、 $F_{18}\in S_{12}^{(8)}$ は $F_{6}\in S_{12}^{(4)}$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$

) による Miyawaki lift で
ある。

$L(_{S,F_{13}}, \mathrm{S}\mathrm{t})=\zeta(s)\prod_{\leq 4\leq i11}L(_{S+}i, \phi 16)$
,

$L(_{S,F_{17}}, \mathrm{S}\mathrm{t})=\zeta(s)\leq i\leq 11\prod_{8}L(_{S}+i, \phi 20)\prod_{74\leq i\leq}L(S+i, \triangle)$
,

$L(_{S,F_{18}}, \mathrm{S}\mathrm{t})=\zeta(s)\prod_{\leq 10\leq i11}L(s+i, \phi_{22})\prod_{8\leq i\leq 9}L(S+i, \phi 18)$

$\cross\prod_{4\leq i\leq 7}L(S+i, \Delta)$
.

$\bullet$ (degree9) $F_{20}\in S_{12}^{(9)}$ は $F_{4}\in S_{12}^{(3)}\text{の}.F_{24}\in S_{12}^{(1}2$
) によ 6 Miyawaki lift で

ある。

$L(s, F20, \mathrm{S}\mathrm{t})=L(s, \Delta, \mathrm{s}\mathrm{t})\leq i\leq 1\prod_{90}L(s+i, \phi 20)\prod_{83\leq i\leq}L(_{S+}i, \Delta)$
.

$\bullet$ (degree lO) $F_{22}\in S_{12}^{(10)}$ は $F_{3}\in S_{12}^{(2)}$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$
) による Miyawaki lift で

ある。

$L(s, F_{22}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(s)10\leq\leq 11\prod_{i}L(_{S}+i, \phi 22)\prod_{92\leq i\leq}L(S+i, \Delta)$
.

$\bullet$ (degreell) $F_{23}\in S_{1}^{(11)}2$ は $\triangle\in S_{12}^{(1)}$ の $F_{24}\in S_{12}^{(1}2$
) による Miyawaki lift で

ある。

$L(s, F_{23}, \mathrm{S}\mathrm{t})=L(s, \Delta, \mathrm{s}\mathrm{t})\prod_{1i=}^{1}L(S0+i, \triangle)$ .

. (degree 12) $F_{24}\in S_{12}^{(1}2)$ は $\Delta\in S_{1}^{(1)}2$ の degree 12への Duke-Imamoglu lift で
ある。

$L(s, F_{24}, \mathrm{s}\mathrm{t})=\zeta(s)\prod_{i=0}^{11}L(s+i, \triangle)$ .
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5. $a_{\dot{\alpha}}^{-1}\mathrm{d}_{i}$. を $|L_{\dot{\eta}}\rceil$ の–次結合で表わす係数
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6. FOURIER 係数

以下、 degree 4以上のものについて Fourier 係数の計算結果を挙げる。 $f_{4}\in S_{12}^{(3)}$

については Miyawaki [28] に Fourier 係数の表がある。 また、 $ff\mathit{2}\mathit{4}\in S_{12}^{()}12$ は [6] の
cusp form と同じもので、 [6] と R. E. Borcherds の homepage [5] に Fourier 係数
の表がある。 $a_{i}$ の値はこの表に現れる Fourier 係数がすべて整数になるように正規
化してあるが、 $f_{i}$ の Fourier 係数がすべて整数となるかどうかはわからない。ただ
し、 $f_{24}$ の Fourier 係数はすべて整数となることがわかっている。 ([21] 参照) 同様の
ことが Duke-Imamoglu lifting となっているものに対しては成り立つと思われるがま
だ確認していない。
この Fourier 係数の計算に関しては [5] にあるプログラムを改変して使用した。

(Degree 4) Fourier coefficients of $f_{5}$ and $f_{6}$ .

(Degree 5) Fourier coefficients of $f_{8}$ and $f_{7}$ .

(Degree 6) Fourier coefficients of $f_{11},$ $f_{9}$ , and $f10$ .
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(Dewree 7) Follrier coefficients of $f_{0},$ . $f_{1R}$ . and $f_{14}$ .

(l’egree 81 rourler coemclents $0\iota r_{1\mathrm{Q}}$ . $r_{17}$ . $r_{1\mathrm{O}}$ . $\mathrm{a}\mathfrak{n}\mathrm{d}f_{1\mathrm{H}}$ .
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(Degree 10) Fourier coefficients of $f_{\mathit{2}2}$ and $g_{\mathit{2}1}$ .
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(Degree 11) Fourier coefficients of $f_{23}$ .
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